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生
し
て
お
り
、
測
量
不
可
能
な
古
墳
が

圧
倒
的
に
多
い
か
ら
で
あ
る
。
伐
採
と

雑
木
の
処
分
に
は
、
学
内
研
究
費
で
は

ほ
と
ん
ど
賄
え
な
い
よ
う
な
予
算
が
必

要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
額
の
学
外
研

究
費
を
獲
得
し
て
雑
木
を
ま
ず
伐
採
し

な
い
と
、
測
量
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
以
来
、
私
は
そ
の
よ
う
な

困
難
に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
。
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
高
等
教
育
を
受
け
た
京
都

人
の
私
が
な
ぜ
常
陸
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
明
治
大
学
文

学
部
考
古
学
研
究
室
が
一
九
五
〇
年
の

設
立
以
来
、
常
陸
を
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ

と
し
て
お
り
、
非
常
に
幸
運
に
も
、
そ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
引
き
継
い
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
二
〇
年
間
に
科
学
研
究
費
や

文
部
科
学
省
大
型
研
究
を
活
用
し
て
、

常
陸
南
部
霞
ケ
浦
北
西
岸
地
域
に
所
在

す
る
前
方
後
円
墳
、
大
型
円
墳
を
一
七

基
測
量
、
そ
の
内
六
基
を
発
掘
調
査
し

て
き
た
。
ま
た
前
任
の
大
塚
初
重
名
誉

教
授
が
一
九
六
三
年
二
月
に
発
掘
調
査
し

た
石
岡
市
佐
自
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
報

告
書
を
ま
と
め
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
数
多
く
の
興
味
深

い
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
ず
、
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
全

国
的
に
は
六
世
紀
に
減
少
す
る
中
で
、

小
美
玉
市
南
部
旧
玉
里
村
域
に
六
世
紀

第
2
四
半
期
に
七
基
の
前
方
後
円
墳
の

築
造
が
集
中
す
る
こ
と
、
六
世
紀
第
1

四
半
期
〜
第
2
四
半
期
に
全
国
的
に
受

容
さ
れ
る
横
穴
式
石
室
（
墳
丘
斜
面
か

ら
「
羨
道
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を

通
っ
て
、
遺
骸
が
埋
葬
さ
れ
た
「
玄
室
」

と
呼
ば
れ
る
部
屋
に
至
る
構
造
の
埋
葬

施
設
）
の
常
陸
南
部
へ
の
導
入
が
六
世

紀
第
3
四
半
期
ま
で
遅
れ
る
こ
と
、
六

世
紀
第
3
四
半
期
に
は
前
方
後
円
墳
の

築
造
が
全
国
的
に
終
焉
を
迎
え
る
中
で
、

こ
の
地
域
で
は
周
濠
を
伴
う
本
格
的
な

前
方
後
円
墳
の
築
造
が
七
世
紀
前
半
ま

で
続
く
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
刺
激
的
な
仮

説
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
中
央
の
ヤ
マ
ト
王
権
が
さ
ほ
ど

強
力
で
は
な
く
、
逆
に
常
陸
の
在
地
豪

族
た
ち
の
自
立
性
、
主
体
性
が
古
墳
時

代
（
三
世
紀
半
ば
〜
七
世
紀
前
半
）
を

通
じ
て
強
く
残
り
、
中
央
の
王
権
の
常

陸
地
域
へ
の
影
響
は
大
き
く
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
前
方
後

円
墳
が
築
造
さ
れ
る
か
ら
、
中
央
の
王

権
か
ら
の
情
報
は
得
て
お
り
、
直
接
間

接
に
中
央
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
常
陸
南
部
に

お
け
る
前
方
後
円
墳
築
造
の
パ
タ
ー
ン

が
中
央
と
こ
こ
ま
で
異
な
る
の
で
、
中

央
の
王
権
の
意
図
に
在
地
の
豪
族
が
十

分
従
っ
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
在
地

の
豪
族
の
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
余
地

が
残
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

都
道
府
県
別
で
前
方
後
円
墳
が
一
番
多

い
県
と
い
う
と
、
奈
良
県
や
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
所
在

す
る
大
阪
府
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
実
際

に
は
奈
良
県
に
約
二
七
〇
基
、
大
阪
府

に
約
二
二
〇
基
知
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
全
国
最
多
は
千
葉
県
の
六
〇
〇
基

以
上
、
そ
し
て
第
二
位
が
四
五
〇
基
以
上

知
ら
れ
る
茨
城
県
な
の
で
あ
る
。
旧
国

単
位
で
比
べ
て
も
、
茨
城
県
南
西
部
も

含
め
た
下
総
が
約
四
六
〇
基
、
常
陸
が

四
〇
〇
基
以
上
知
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り

全
国
第
二
位
は
変
わ
ら
な
い
。
下
総
の
前

方
後
円
墳
は
、
学
術
的
に
「
前
方
後
円

形
小
墳
」
と
区
別
さ
れ
る
全
長
二
〇
〜

三
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
規
模
な
も
の
が

多
数
を
占
め
る
の
に
対
し
、
常
陸
で
は

全
長
六
〇
〜
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
本
格
的

な
前
方
後
円
墳
が
多
数
を
占
め
る
か
ら
、

常
陸
の
古
墳
文
化
は
「
全
国
一
」
と
極
言

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

し
か
し
現
実
に
は
、
常
陸
の
古
墳
研

究
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
一
口
に
前
方

後
円
墳
と
い
っ
て
も
、
前
方
部
と
後
円

部
の
接
続
部
（
ク
ビ
レ
部
と
呼
ぶ
）
が

幅
広
か
っ
た
り
、
狭
か
っ
た
り
、
前
方

部
が
非
常
に
長
か
っ
た
り
、
短
か
っ
た
り

す
る
。
発
掘
調
査
以
前
に
個
々
の
前
方

後
円
墳
の
年
代
の
違
い
や
地
域
的
特
徴

に
迫
る
に
は
、
古
墳
の
測
量
は
必
須
で

あ
る
が
、
茨
城
県
で
は
未
測
量
の
古
墳

が
圧
倒
的
に
多
い
。
と
い
う
の
は
、
茨
城

県
で
は
古
墳
の
大
多
数
が
個
人
の
所
有

で
、
地
権
者
が
高
齢
化
し
て
古
墳
の
維

持
が
難
し
く
な
り
、
古
墳
に
雑
木
が
密
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文学部教授
専門：国家形成期の考古学

1962年　東京生まれ、京都育ち
1986年　ミシガン大学卒業
1995年　ハーヴァード大学人類学研究科博士課程修了（Ph.D.）
1999年　明治大学文学部専任講師
2009年から現職

主な著書・論文
「北アメリカにおける先史時代社会の諸相」『岩波講座世界歴史』14（岩波書店・
2022年）
『茨城県石岡市佐自塚古墳の研究』（共編著・明治大学文学部考古学研究室・
2021年）
『続常陸の古墳群』（共編著・明治大学文学部考古学研究室・六一書房・
2020年）
『霞ヶ浦の前方後円墳』（編著・明治大学文学部考古学研究室・六一書房・
2018年）
所属学会
日本考古学協会、駿台史学会、考古学研究会、日本考古学会、Society for 
American Archaeology

文学部文学部
図1　霞ケ浦北西岸地域の古墳の分布

図2　 霞ケ浦北西岸地域における小地域別の古墳築造の新旧関
係（編年）
これらの中で、筆者が調査したのは2～8、11～14、16、21、
29～31である。特に5、7、16、29～31は発掘調査を行った。
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